
高値圏で売買が交錯する
NY原油先物相場は、1バレル=77.50～81.00ドルをコアに売買が交錯する展開になった。引き続き中

東地政学リスクの下値サポートが強く、今年最高値圏での取引になっている。石油輸出国機構

（OPEC）プラスが4～6月期も自主減産を継続する方針を示したこと、為替がドル安に振れたこともポ

イティブ。一方で、80ドル台では早めに利食い売りを進める動きが強く、明確な方向性を打ち出すには

至らなかった。逆に需要不安の上値圧迫も見られたが、大きく値を崩すような動きも見られなかった。

イスラエルとハマスの戦闘状態は続いている。3月10日からイスラム教のラマダン（断食月）が始まる

ため、休戦合意に向けて各国が調整に動いたが、合意には至らなかった。ラマダン入り後も休戦協議が

行われる見通しだが、合意が可能なのかは不透明感が強い状態が維持されている。紅海では、武装組織

フーシ派の商船に対する攻撃が続き、初の死者も報告されている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（3月1日時点）は、原油が前週比137万バレル増、ガソ

リンが446万バレル減、石油精製品が413万バレル減となった。
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【現状確認】
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地政学リスクが維持されると底固い、IEA月報に注目

2

【展望】

中東情勢の緊張状態が続くのであれば、底固い展開が続く見

通し。70ドル台後半をコアに売買が交錯しているが、徐々に

80ドル台での取引を増やそう。需給ひっ迫感が乏しいため、

80ドル台から更に急伸する展開が想定されている訳ではない

が、押し目買い優勢の地合を維持しよう。特にラマダン入り

で更に大きな混乱などがみられると、期近限月にプレミアム

を加算する形で年初来高値80.85ドルを上抜く可能性がある。

ただし、ラマダン入りでイスラエルとハマスの休戦協議が加

速するとの見方もあり、仮に休戦合意期待が高まると70ドル

台前半まで急落する可能性がある。引き続き中東情勢のリス

ク評価に揺れ動く不安定な地合になろう。

3月5日に中国全国人民代表大会（全人代）が開幕し、今年の

経済成長目標が5%前後に設定された。昨年と同水準に設定

されたが、マーケットの期待していた大規模な財政出動の方

針などは示されなかった。中国経済の減速懸念が重視される

と、調整売りが膨らみやすくなる。12日に石油輸出国機構

（OPEC）、14日に国際エネルギー機関（IEA）の月報が公

表される。ここで厳しい需要見通しが示された際にも、上値

を圧迫されよう。

一方、3月12日には2月米消費者物価指数が発表される。ここ

で米連邦準備制度理事会（FRB）の利下げ観測を背景とした

ドル安圧力が維持されると、ドル建て原油相場の下値不安は

限定される。逆に、インフレ懸念の蒸し返しから米金利上

昇・ドル高・株安が促されると、原油相場の上値は圧迫され

やすくなる。株式相場の過熱感が強くなっているため、リス

クオフ化が促されるリスクにも注意したい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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